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各位 

株式会社 東北銀行 

 

日本政策金融公庫との協調融資の取り組みについて 

～エグジット支援協調融資スキームの活用～ 

 

 

 株式会社東北銀行(取締役頭取 村上 尚登)は、株式会社日本政策金融公庫盛岡支店（略

称：日本公庫）との「エグジット支援協調融資スキーム」を活用し、森下水産株式会社（代

表取締役：森下 幹生）に対し取引金融機関 4 行庫による協調融資にてエグジットファイ

ナンスを実施致しました。 

 

森下水産株式会社は、地域に水揚げされる魚介類を主原料とする水産加工業者であり、

100名以上の雇用を創出する等、地域の中核企業であります。東日本大震災により、甚大な

被害を受け、一定期間、事業停止を余儀なくされました。 

同社は復興の過程において、国の補助金等を活用しながら設備復旧を行い、二重ローン

解消の為に産業復興機構による債権買取支援を受け、早期再建を果たしてきております。 

今回、同社は、営業再開後の新商品開発や販路回復等の懸命な企業努力により早期再建

が実現したことから、自己資金と金融機関からの調達により、産業復興機構の買取債権を

期限前一括返済することと致しました。 

当行は、同社の業績のみならず、地域の中核企業としての地域貢献度等も十分に考慮し、

従前からのメイン行として取引金融機関等の取りまとめを行い、協調融資を致しました。 

 当行は引続き、今後も関係機関と連携・協力して、東日本大震災からの復興支援や地域

経済の活性化等に向けた取組みを積極的に支援してまいります。 

 

＜融資先の概要＞ 

企 業 名 森下水産 株式会社 代 表 者 代表取締役 森下 幹生 

住 所 岩手県大船渡市 業 種 水産加工業 

従業員数 132名 創    業 1982年 8月 

        

 

 



   

 

 <本件エグジットファイナンスにおいて活用した支援スキーム> 

 

☆エグジット支援協調融資スキーム 

 東日本大震災の被害が原因で、二重債務問題解消のための債権買取支援を受けた

中小企業者で、経営再建を果たしてきており、金融機関からの資金調達等により復

興機構等の買取債権を一括返済して再生手続き完了を図ろうとする被災企業が対

象。 

 再生手続き完了以降の財務基盤強化、資金繰り安定化等を狙いとした制度で(そ

れに伴う設備資金を含む)、東北銀行のエグジットファイナンス等と日本公庫の融

資制度(資本性ローン等)との協調スキーム。 

 

融資 融資

　　　資本性              エグジット
　　　　　　ローン等              ファイナンス等

　　個別案件の選定
　　意見交換等

　　(担当事業、担当
　　支店等の連絡を

【日本公庫】 　　含む総合調整を 【東北銀行】
【日本公庫】     行う) 【東北銀行】

連携 融資管理部 連携
中小企業事業 各支店

情報共有 中小企業事業 支店統括部 情報共有
国民生活事業

(盛岡・一関・八戸) 地域応援部

農林水産事業

個別案件に係る情報交換

企業

随時

個別案件に係る情報交換

 

 

 

 
【本件に関するお問い合わせ】 

融資管理部（担当：三浦） 

電話番号：019-651-6813 


